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生
き
方
を
考
え
る

　じいちゃん。じいちゃんは，毎日毎日，

田んぼや畑のお仕事していたね。じいちゃ

んの作った野菜やお米は本当においし

かったなあ。

　じいちゃん。あの津
つ

波
な み

で，じいちゃん

が守ってきたお家も畑も田んぼも，何も

かもなくなってしまったんだよ。

　すべてなくなってしまったことも，じ

いちゃんの作った野菜やお米を食べるこ

とができなくなってしまったことも，綾
あ や

はすごく悲しいです。

　ばあちゃんは，お母
か あ

さんと綾と惣
そ う

ちゃん

が学校に行っている間に，いろんなところ

へ行って，たくさんのお仕事をがんばって

しているよ。毎日毎日忙
いそが

しそうだよ。

　もちろん，ご飯作るのもばあちゃんの

お仕事。でも，たくさん食べてくれるじ

いちゃんがいないので，ご飯の作りがい

がないみたい。ちょっと前までは泣いて

ばかりのばあちゃんだったけど，でも，

いつもがんばっているから安心してね。

　お父さん。綾と惣ちゃんは無事だよ。

すごい津波だったけど，先生方に守って

もらったよ。綾も惣ちゃんも，一
ひ と

晩
ば ん

中
じゅう

，

暗くて寒い外で過
す

ごしたけど，元気だよ。

安心してね。避
ひ

難
な ん

所
じ ょ

生活も一か月以上で

長かったけど，がんばったよ。今は新し

い場所で，お母さんとばあちゃんと惣ちゃ

んと元気にくらしているよ。

　お父さん，あの日から五か月たちまし

た。お父さんがいなくても，綾たちはが

んばってるから安心してね。綾も惣ちゃ

んも新しい学校で元気にがんばってるか

ら。惣ちゃんもピカピカの一年生になっ

たよ。友
と も

達
だ ち

もたくさんできたみたいだよ。

　でも，惣ちゃんは，ちょっと甘
あ ま

えん坊
ぼ う

になったような気がするよ。いつもお母

さんにだっこしてるんだよ。ねる前にお

母さんに読んでもらうお気に入りの絵本

は「お父さんはウルトラマン」。惣ちゃ

んも，お父さんがいなくてさびしいんだ   

なあって，綾は思うよ。

　お母さんもお仕事がんばってるよ。

 「お父さんの夢
ゆ め

を見た。」

と言って泣きながら起きても，ちゃんと

お仕事に行くお母さんは，ちょっとたく

ましくなったみたい。きっと，いろんな

つらさをがまんして，お仕事してるんだ

ろうなあって思うよ。

　お父さん，今は夏休みです。綾も惣ちゃ

んも，宿題もちゃんとやってるし，プー

ルにも行ってるし，お手
て

伝
つ だ

いもしてるよ。

新しいお友達とも遊んでいるよ。だから，

安心してね。でも，夏になると必ずお父

さんと行った，大
お お

島
し ま

やあじ島に，今
こ

年
と し

は

行けそうにありません。少し，さびしいな。

一
い っ

緒
し ょ

に乗った船や，船についてきたカモ

メたちや，一緒に見た景
け

色
し き

は，今，どうなっ

ているのか，想
そ う

像
ぞ う

もつきません。あの日，

ものすごい勢
いきお

いだった海も，今ではうそ

のようにおだやかで，信じられないよ。

　お父さん，じいちゃん，大好きだよ。綾，

お父さんとじいちゃんが喜ぶような人に

なるから。だから，いつも天国から見守っ

ていてね。いつも，綾たちのそばにいてね。

綾も，いつも，お父さんとじいちゃんの

こと，考えてるから。

お父
と う

さんとじいちゃんへ

（作文宮城 60号　特別編『あの日の子どもたち』　より）


